








































































































2 ）　同一の系統の法秩序を研究する学問を，法系論（Rechtssystem, Rechtsfamilie, legal 






4 ）　Rudolf Schlesinger, Comparative Law, 1988; 崔鍾庫，前掲書，10頁。
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の法，英米法，宗教法，アフリカアジア法に分けている。Adolf Schnitzer, Vergleichende 
Rechtslehre I, 2. Aufl. 1961; 崔鍾庫，前掲書，14頁。
6 ）　彼は1950年の『比較民法要論』（Traité élémentaire de droit civil comparé）で，西洋法，
ソビエト法，イスラム法，ヒンドゥー法，中国法に分類した。しかし，その後1966年の『現代




ム 法 圏， ヒ ン ド ゥ ー 法 圏 に 分 類 し た。Konrad Zweigert/Hein Kötz, Einführung in die 
Rechtsverglieichung, auf Gebiete des Privatrechts I, 1971; 崔鍾庫，前掲書，18─23頁。
8 ）　このような努力の結果としては，特に日本の千葉正士『アジア法の多元的構造』成文堂，































































































13）　これに関しては，Jochen Taupitz, Europaische Privatrechtsvereinheitlichung heute und 
morgen, Tübingen: Mohr, 1993; 김상용『比較契約法』법영사，2002年 ; ヨーロッパ契約法委員

























　また，「世界の中のスポーツ法─現況と展望（Sports Law in the World ─ 
Present and Perspective）」という大主題を掲げて，2010年11月25日─26日の両
14）　張在玉 ｢스포츠法의 現況과 課題｣『아시아스포츠法의 課題』」『韓国스포츠法学会国際学術
大会論文集』2005年，60─76頁。
15）　韓国スポーツエンターテイメント法学会が編集発行している第 1 回（1999.12.），第 6 回



























































16）　学術誌『スポーツと法（스포츠와 법）』は，2000年 2 月に創刊されて2004年までは毎年 1
冊，2005年から2006年までは 2 冊を発刊したが，2007年からは毎年 4 冊（ 2 月， 5 月， 8 月，
11月）発刊している。学術大会も毎年 4 回開催していて，そのうちの 1 回は国際学術大会を開
催して比較法的な研究を強化している。この学術誌は2015年から『スポーツエンターテイメン
トと法（스포츠엔터테인먼트와 법）』に名称を変更して発行している。









































































































26）　韓国스포츠法学会 ｢스포츠産業의 発展과 法的対応｣『第 1 回国際学術大会論文集』2000
年；延基栄 ｢스포츠産業의 発展과 法的課題｣『스포츠와 法』第 2 巻（2001年） 1 ─12頁。
27）　韓国스포츠法学会『스포츠와 法』第 7 巻（2005年）を参照。



























































30）　韓国스포츠法学会『스포츠와 法』第 5 巻（2004年）。この号では，特集として，スポーツ
紛争解決の方案についての摸索に関する10編の論文が掲載されている。特に，金浹謙 ｢스포츠
紛争解決에 관한 憲法的研究｣；정승재 ｢스포츠自治権과 스포츠紛争｣；延基栄 ｢스포츠紛争解
決機構의 設立方案｣；강병근 ｢스포츠仲裁裁判所를 통한 스포츠紛争의 解決｣ などを参照され
たい。
31）　延基栄 ｢国際스포츠仲裁裁判所에 비추어 본 韓国스포츠仲裁委員会의 役割과 課題｣『스포
츠와 法』第11巻第 1 号（通巻14号，2008年）91─93頁。
32）　これに関しては，韓国스포츠엔터테인먼트法学会『스포츠엔터테인먼트와 法』第11巻第 1




































































































































































（ASEAN）10ヶ国と東アジアの韓国・中国・日本の 3 国がアジア銀行（Asian 
Bank）の開設などの経済協力に合意した。このような経済協力は，スポーツ
をはじめとする文化芸術分野の協力と交流が活性化されるときに，その効果
は一層倍加されるのである。それゆえ，スポーツ法の役割は非常に重要であ
ると考える。
　スポーツ法の研究が次第に活性化して学術共同体の活動が旺盛になれば，
各国のスポーツ法も発展して，さらにはスポーツ法の統一と調和が成立する
であろう。スポーツ法の研究は，健全なスポーツ文化を育て，人類社会の平
和と和合に大きな役割を担うものと確信するものである。
訳者あとがき
　本訳稿は，2016年 4 月21日に，創価大学法科大学院と創価大学法学部との
共催で行われた延基栄教授の講演会での原稿を訳出したものである。延基栄
教授は，1984年にドイツのゲッチンゲン大学で法学博士の学位を取得され，
現在，母校の韓国・東国大学法学部の教授として教壇に立っておられる。
　ところで，延基栄教授は，韓国私法学会副会長であるとともに，韓国にお
いて政府が立案した製造物責任法の制定の中心的役割を担った民法学の重鎮
として知られるだけでなく，韓国においてスポーツ法学を開拓されたスポー
ツ法の最高権威者でもある。このことは，決して誇張ではない。延基栄教授
の業績について訳者が縷々述べるまでもなく，韓国スポーツエンターティメ
ント法学会（KASEL）初代会長，アジアスポーツ法学会（ASLA）初代会長，
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世界スポーツ法学会（IASL）副会長という，その経歴が何よりも雄弁に物語
ってくれるであろう。
　そこで，延基栄教授に講演をお願いするにあたって，本学の法科大学院の
教員と法学部の教員とで，どのようなテーマにするか打ち合わせを行うこと
になった。当初は，学生たちに余りなじみのないスポーツ法よりも，製造物
責任法や消費者法についての講演の方が良いのではないかとの意見もあっ
た。しかし，話し合ううちに，スポーツ法がアメリカのロースクールではメ
ジャーな科目の一つとなっていること，その背景には，スポーツやエンター
テイメントの世界における法曹の役割の大きさがあることに話が及び，法曹
の新しい活躍の場を法科大学院生に見せることは，法曹としての多様な進路
を考えさせるのに有益であろうし，また，延基栄教授が同僚の教授たちから
「フライング・プロフェッサー」と呼ばれるほど精力的に世界を飛び回って
いるが，その姿を最もよく表しているのがスポーツ法の研究者としての立場
であり，法学の研究を通してこのような国際的な活躍が可能であることを示
すことは，とかく国内の法の解釈に目が向きがちな法学部生に，法学の世界
でも国際性が必要であることを教える絶好の機会となるであろうとの意見に
収斂していった。
　延基栄教授の熱のこもった講演，学生たちとの質疑応答，そして学生の大
きな拍手を聞きながら，この講演会を企画・運営した教員たちの意図は十分
すぎるほど達成できたことを実感した。ただ，紙幅の都合と訳者の能力不足
のゆえに，質疑応答の部分を訳出できなかったことが残念であり，この点
は，本訳稿に散見される拙い翻訳の箇所とともに，お詫び申し上げる。
　この場をお借りして，今一度，ご多忙な時間を割いて快く講演をお引受し
ていただいた延基栄教授に，心からの御礼を申し上げるものである。
